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令和８年　新年互礼会
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令
和
８
年
１
月
13
日
㈫
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）

に
て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の

「
新
年
互
礼
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
商
工
会
組
織
の
結
束
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。当
日
は
、

岸
田
元
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
地
元
選

出
の
国
会
議
員
、
横
田
県
知
事
、
県
内
市

町
の
首
長
、
中
本
県
議
会
議
長
を
は
じ
め

と
す
る
県
議
会
議
員
、
中
国
経
済
産
業
局

長
や
広
島
労
働
局
長
な
ど
関
係
団
体
・
金

融
機
関
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
商
工
会

の
役
職
員
等
を
含
め
、
総
勢
４
０
０
名
が

一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
で
平
田
圭
司
県
連

会
長
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
、
原

材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
人
手

不
足
や
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
、
経
営
基

盤
を
揺
る
が
す
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、
特
に
、
急
激
な
賃
上

げ
が
事
業
継
続
や
地
域
の
雇
用
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
へ
の
懸
念
を
訴
え
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
地
方
創
生
の

現
場
を
担
う
商
工
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
総
合
経
済
団
体
を
目
指
す

決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
出
席
者
に
対

し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
挨
拶
の
後
、
商
工
会
法
施

行
65
周
年
記
念
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
他
の
模
範
と
な
る
商
工

会
や
永
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
に
貢
献
さ

新
年
互
礼
会
開
催

新
年
互
礼
会
開
催

広
島
県
商
工
会
連
合
会

広
島
県
商
工
会
連
合
会

令
和
８
年

岸田元総理大臣による挨拶

国会議員の皆様

横田県知事による挨拶

平田会長による主催者挨拶

表彰式の様子　中国経済産業局 林局
長（左）大野町商工会 田畠会長（右）

れ
た
功
績
を
称
え
、
中
国
経
済
産
業
局
長

表
彰
、
広
島
県
知
事
表
彰
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会
会
長
表
彰
の
各
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
の
林
局
長

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
情
報
交
換
会

を
行
い
、
互
礼
会
は
盛
会
裏
に
閉
会
し
ま

し
た
。
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
８
年

３
月
24
日
㈫
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
（
福
山
市
）
に
お
い
て
「
令
和
７

年
度 

臨
時
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
34
名
（
う
ち
委
任
状
２
名
）で
、

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
平
田
圭
司
会
長
は
、
１

月
13
日
に
開
催
し
た
新
年
互
礼
会
が
昨
年

度
以
上
に
盛
会
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、

関
係
者
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
実

施
し
た
役
員
研
修
に
お
い
て
、
経
済
産
業

省
を
訪
問
し
、
中
小
企
業
施
策
に
つ
い
て

有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
に
つ
い
て
言
及
し
、
人

件
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
費
の
高
騰

に
よ
る
収
益
圧
迫
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に

伴
う
防
衛
的
賃
上
げ
や
社
会
保
険
料
負
担

の
増
加
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の

難
し
さ
、
深
刻
な
人
手
不
足
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
設
備
投
資
に
よ
る
生
産
性
向
上
へ
の

対
応
な
ど
、
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
商
工
会
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
手
厚
い
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
今
後
５
年
間
を

広
島
県
商
工
会
連
合
会

広
島
県
商
工
会
連
合
会

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催

県
連

見
据
え
た
「
第
二
次
総
合
基
本
計
画
」
に

取
り
組
み
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
と
、
そ
れ
を
支
え
る
商
工
会
組

織
の
構
築
に
努
め
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
取
り
ま
と
め
た
意
見
や
要
望
を
も
と

に
、
県
及
び
県
議
会
へ
の
陳
情
・
要
望
活

動
を
行
っ
た
結
果
、「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が
国
か

ら
自
治
体
へ
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
地
域
経
済
の
持
続
的
成
長
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
・
事
業
者
・

商
工
会
が
一
体
と
な
っ
た
連
携
体
制
の
構

築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、「
地
域
経
済

の
未
来
を
繋
ぐ
！
」を
行
動
指
針
に
掲
げ
、

今
後
の
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
神
辺
町
商
工
会
の
榊
原
哲
也

会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行
さ

れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号

議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
７
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

令
和
８
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第�
４
号
議
案　

令
和
８
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第�

５
号
議
案　

令
和
８
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第�

６
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
定

款
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

開会挨拶を述べる平田会長

臨時総会の様子
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〇
八
二
）二
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七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

令
和
８
年
３
月
５
日
㈭
、
東
広
島
市
芸

術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
（
東
広
島
市
西
条

町
）
に
て
、「
令
和
７
年
度
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」
並
び
に

「
第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
令
和
８
年
度
事
業
計

画
を
中
心
に
審
議
。
令
和
８
年
度
が
青
年

部
創
立
60
周
年
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら

記
念
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
議
し
た

他
、
青
年
部
活
動
の
一
層
の
活
性
化
に
向

け
た
「
青
年
部
の
運
営
基
本
方
針
」
の
策

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

県
青
連

令
和
７
年
度

定
に
も
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
を
牽

引
す
る
経
営
者
と
し
て
各

自
の
経
営
力
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、

部
員
の
多
く
が
自
社
の
事

業
計
画
を
策
定
、
実
行
し

て
い
く
よ
う
、
経
営
指
導

員
で
も
あ
る
各
商
工
会
青

年
部
事
務
局
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
全
会
一

致
で
承
認
、
決
議
し
ま
し

た
。

　

臨
時
総
会
後
に
行
わ
れ

た
研
修
会
で
は
、Y

outube
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
令
和
の
虎
」

等
に
出
演
す
る
、
Ｐ
Ｕ
Ｍ

Ｐ
Ｍ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表
取
締
役

の
小
澤
辰
矢
氏
を
お
招
き
し
、「
常
に
挑

戦
、
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
澤

氏
は
、
自
社
特
許
製
品
の
開
発
秘
話
や
経

営
者
に
と
っ
て
一
番
大
切
だ
と
考
え
る
心

構
え
を
説
明
し
た
他
、
自
社
の
プ
レ
ゼ
ン

を
披
露
。
圧
倒
的
な
ト
ー
ク
力
と
営
業
力

に
、
参
加
し
た
部
員
は
強
い
刺
激
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
、
提
案
公
募
事
業
や

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助
金
を
活

用
し
て
地
域
活
性
化
事
業
等
に
取
り
組
ん

だ
青
年
部
が
事
例
発
表
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
経
営
改
善
普
及

事
業
や
青
年
部
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
青

約170名の青年部員が参加しました

講演を行う小澤辰矢氏

年
部
と
部
員
個
人
に
対
し
て
、
中
小
企
業

庁
長
官
表
彰
と
全
国
連
会
長
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
順
不
同
敬
称
略
）

◆�

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　
　
　
　
　
　
　

広
島
東
商
工
会
青
年
部

◆�
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　
　
　
　
　
　

神
石
高
原
商
工
会
青
年
部

◆�

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

（
青
年
部
功
労
者
）

　
　

安
芸
津
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

平
重　

大
樹 

氏

　
　

神
石
高
原
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
宮
池　

研
吉 

氏
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令
和
８
年
３
月
16
日
㈪
、
広
島
国
際
会

議
場
（
広
島
市
中
区
）
に
て
「
令
和
７
年

度
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
及
び
「
第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
26
人
、
委
任
状

６
人
、
計
31
人
出
席
の
も
と
、
安
古
市
町

商
工
会
女
性
部
の
巻
幡
部
長
を
議
長
に
選

出
し
、
４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

　

提
出
議
題
は
以
下
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
７
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

令
和
８
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第�

４
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
・
女
性
部
連
合
会
創
立
60
周
年
記

念
事
業
の
負
担
金
賦
課
基
準
（
案
）
及

び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

　

議
案
説
明
で
は
、
令
和
８
年
度
に
迎
え

る
創
立
60
周
年
に
向
け
て
、
県
青
連
と
共

に
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
並
び
に
そ

の
負
担
金
賦
課
基
準
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

県
女
性
連

令
和
７
年
度

　

慎
重
審
議
の
う
え
、
出
席
者
全
員
の
承

認
を
得
て
、
４
つ
の
議
案
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
第
１
部
で

は
、
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
３
女

性
部
が
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。　
　

　

黒
瀬
商
工
会
女
性
部
は
、
古
い
浴
衣
を

リ
メ
イ
ク
し
、
着
付
け
や
黒
瀬
音
頭
の
振

り
付
け
教
室
を
実
施
。
地
域
と
若
者
、
外

国
人
と
の
距
離
を
縮
め
る
機
会
を
創
出

し
、
女
性
部
の
認
知
度
向
上
と
地
域
交
流

の
促
進
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
央
商
工
会
女
性
部
は
、
昨
年
度

開
発
し
た
女
性
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
取
り

組
み
を
発
表
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を

完
成
さ
せ
、
道
の
駅
へ
の
出
品
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

安
芸
津
町
商
工
会
女
性
部
は
、
部
員

の
お
店
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、
女
性
部
の

お
店
マ
ッ
プ
を
作
成
。
部
員
全
員
で
作
成

す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
部
員
間

の
相
互
理
解
に
も
つ
な
が
り
、
女
性
部
員

の
事
業
所
を
幅
広
く
周
知
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

型
補
助
金
の
取
り
組
み
事
例
を
発
表
。
第

８
回
公
募
に
て
採
択
を
受
け
た
３
女
性
部

が
発
表
し
ま
し
た
。

　

佐
伯
商
工
会
女
性
部
で
は
防
災
に
関
連

し
た
広
報
誌
「
私
た
ち
の
防
災
」を
作
成
。

一
般
的
な
部
員
紹
介
冊
子
で
は
な
く
、
部

員
の
紹
介
ペ
ー
ジ
に
「
近
辺
で
想
定
さ
れ

る
災
害
」
や
「
こ
ん
な
防
災
対
策
し
て
ま

す
」等
を
盛
り
込
む
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
連
携
事
業
継
続
力
強
化
計
画
を

策
定
し
、
防
災
へ
の
啓
発
と
意
識
醸
成
も

図
り
ま
し
た
。

　

大
崎
上
島
町
商
工
会
女
性
部
で
は
防
災

意
識
の
低
さ
や
離
島
で
の
災
害
対
策
を
学

ぶ
た
め
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
視
察
。
ま

た
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
研
修
会
を
通

じ
て
単
独
型
10
者
、
連
携
型
１
者
の
申
請

を
行
い
、
防
災
意
識
の
向
上
と
地
域
事
業

者
の
事
業
継
続
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

黒
瀬
商
工
会
女
性
部
で
は
、
以
前
か
ら

開
発
し
て
い
る
黒
瀬
珈
琲
の
更
な
る
販
路

開
拓
、
そ
し
て
葉
物
野
菜
を
活
か
し
た
新

た
な
商
品
開
発
に
向
け
、
東
京
都
で
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
中
に
銀
座

Ｔ
Ａ
Ｕ
で
黒
瀬
珈
琲
の
試
飲
会
を
開
催

し
、
新
た
な
取
扱
先
の
開
拓
に
も
つ
な
が

る
な
ど
、
具
体
的
な
販
路
拡
大
の
動
き
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
当
女

性
部
で
も
申
請
を
検
討
し
て
い
る
。
最
初

  【第219回全国商工会　
　　        珠算検定試験】
１級満点合格者

（令和７年11月16日実施）

安芸津町商工会
有田珠算塾

浜岡　　愛

の
き
っ
か
け
の
作
り
方
の
参
考
に
し
た

い
。」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
で
は
、
本
研
修
で
共
有
さ
れ

た
事
例
を
一
過
性
の
学
び
に
留
め
る
こ
と

な
く
、
具
体
的
な
成
果
や
工
夫
を
学
び
合

う
研
修
の
場
を
重
ね
る
こ
と
で
各
女
性
部

へ
も
波
及
さ
せ
、
単
会
女
性
部
で
の
積
極

的
な
事
業
計
画
の
作
成
を
後
押
し
す
る
予

定
で
す
。

研修会の様子

おめでとうございますおめでとうございます
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令
和
８
年
１
月
29
日
㈭
、
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市
中
区
）
に
て
「
事

業
を
成
長
へ
導
く
情
報
発
信
力
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
習
会
を
、
食
品
製
造
業
・
小

売
業
に
従
事
す
る
小
規
模
事
業
者
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
前
半
で
は
、
㈱
中
国
新
聞
社 

執
行
役
員
編
集
局
長
の
吉
原
圭
介
氏
が

「
メ
デ
ィ
ア
目
線
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
」

と
題
し
て
講
演
。
優
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
で
も
、
情
報
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
存
在

し
な
い
の
と
同
じ
で
、
記
者
が
情
報
に
目

を
通
す
時
間
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
最

も
伝
え
た
い
内
容
を
端
的
に
示
す
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
結
論
を
冒
頭

に
置
く
逆
三
角
形
の
構
成
や
、
売
り
を
明

確
に
打
ち
出
す
見
出
し
づ
く
り
、
情
報
を

あ
え
て
絞
り
込
む
勇
気
の
大
切
さ
等
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
。
事
業
者
が
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
ヒ
ン

ト
も
数
多
く
示
さ
れ
、
参
加
者
は
自
社
の

情
報
発
信
方
法
を
具
体
的
に
見
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
後
半
で
は
、
吉
原
氏
と
㈱
Ｐ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
森
悠
哉
氏
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
社
会
に
届
く
情
報

と
届
か
な
い
情
報
の
違
い
や
、
地
域
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
係
づ
く
り
、
情
報
発
信
を

経
営
戦
略
と
し
て
捉
え
る
重
要
性
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
経
済
産
業
省
中
国
経
済

産
業
局
か
ら
の
取
引
適
正
化
に
関
す
る
最

「
令
和
７
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　（
広
島
会
場
）」開
催

「
令
和
７
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　（
広
島
会
場
）」開
催
県 連

新
動
向
の
説
明
や
、
全
国
商
工
会
連
合
会

か
ら
の
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
概
要
紹
介
な
ど
、
今
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
必
要
な
情
報
が
充
実
し

た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
自
社
の
強
み
を

社
会
へ
届
け
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
を
支

え
る
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
の
事

業
展
開
や
販
路
拡
大
に
直
結
す
る
、
実
践

的
で
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
23
日
㈮
、
神
辺
商
工
文

化
セ
ン
タ
ー
（
福
山
市
神
辺
町
）
に
て
、

「
広
島
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
生
き

残
る
条
件
～
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
つ

か
む
べ
き
チ
ャ
ン
ス
と
人
材
確
保
の
カ

ギ
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
㈲
備
後
レ
ポ
ー
ト
社 

代
表
取

締
役
の
二
宮
恵
氏
を
迎
え
、
取
材
か
ら
見

え
る
広
島
地
域
の
経
済
情
勢
や
人
材
不
足

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
県
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

で
、
設
備
投
資
は
増
加
、
個
人
消
費
も
持

ち
直
す
一
方
で
住
宅
投
資
は
減
少
、
製
造

業
は
繊
維
・
鉄
鋼
・
自
動
車
が
弱
含
み
、

造
船
・
重
機
は
堅
調
で
、
非
製
造
業
で
は

小
売
が
ま
ず
ま
ず
、
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
は
好
調
で
、
Ｇ
７
以
降
の
観
光
需
要
が

広
島
市
・
宮
島
中
心
に
波
及
し
て
い
る
と

説
明
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
の
生
き
残
り

の
条
件
と
し
て
、①
「
変
え
る
べ
き
も
の
」

と
「
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
」
を
は
っ

き
り
区
別
し
、
企
業
の
軸
・
信
用
・
人
と

の
関
係
は
守
り
つ
つ
、
事
業
や
手
法
は
環

境
に
合
わ
せ
て
更
新
す
る
こ
と
、
②
備
後

地
域
の
多
様
な
産
業
資
源
を
踏
ま
え
、
自

社
の
強
み
を
組
み
替
え
る
柔
軟
性
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
③
最
大
の
課
題
で
あ
る
人

材
不
足
に
対
し
、
採
用
条
件
や
社
内
環
境

の
見
直
し
、通
信
制
学
生
の
採
用
、大
学
・

企
業
一
体
の
人
材
育
成
な
ど
に
よ
り
地
元

定
着
を
高
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
移
住
相
談
の
増
加
や
移
住
支
援
金

も
踏
ま
え
、
移
住
者
に
届
く
企
業
情
報
整

備
が
鍵
と
な
る
ほ
か
、
採
用
や
Ｄ
Ｘ
の

Ａ
Ｉ
活
用
を
ト
ッ
プ
が
主
導
し
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
（
ス
イ
ミ
ー
戦
略
）
で
不
足
資
源

を
補
完
す
る
有
効
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

協会けんぽ広島支部

加入者・事業主の皆さまへ

※令和８年４月分（５月納付分）より子ども・子育て支援金制度が始まります。
※健康保険料、介護保険料、子ども・子育て支援金は労使折半となります。
※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）には、健康保険料率と子ども・子育て支援金率に介護
保険料率が加わります。

※賞与については、支給日が３月１日分から変更後の保険料率が適用されます。
※任意継続被保険者の方は、令和８年４月分の保険料率から変更となります。

令和8年3月分～
令和8年3月分～

令和8年４月分より新たにスタート9.97% 9.78%

健康保険料率

子ども・子育て支援金率
1.59％％ 1.62％％

0.23％％

保険料率のお知らせです
令和８年３月分（４月納付分）からの

介護保険料率

TEL 082-568-1011 （企画総務グループ）

〒732-8512 広島市南区松原町2-62 広島JPビルディング15階

全国健康保険協会広島支部

４分の1

令和８年２月分まで
令和８年２月分まで

第１部で情報発信に関するディスカッション
を行った吉原氏（左）と森氏（右）

広島県経済の動向を伝える講師の
二宮氏

「
令
和
７
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　（
福
山
会
場
）」開
催

「
令
和
７
年
度
広
域
講
習
会

　
　
　（
福
山
会
場
）」開
催
県 連



−   −7

広島県商工連会報　VOL.411

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
令

和
８
年
１
月
22
日
㈭
、
広
島
国
際
会
議
場

（
広
島
市
中
区
）
に
て
「
令
和
７
年
度
第

１
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
本
研
修
会
は
各
商
工
会
女

性
部
長
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
次
代
の
中
核
を
担
う
副
部

長
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
よ
り
広
い
視
点

で
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
高
陽
町
商
工
会
の
水
口

会
長
並
び
に
林
女
性
部
長
を
講
師
に
迎

え
、「
親
会
と
連
携
し
た
高
陽
町
商
工
会

女
性
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
同
女
性
部
員
大
本
さ
ん
を
交

え
た
対
談
形
式
で
進
め
ら
れ
、
具
体
的
な

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
で
は
「
楽
し
く

な
く
ち
ゃ
女
性
部
じ
ゃ
な
い
! !
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
積
極
的
な
事
業
展
開

を
行
っ
て
お
り
、
特
に
、
商
工
会
独
自
の

制
度
で
あ
る
「
提
案
型
特
別
事
業
」
を
活

用
し
た
婚
活
事
業
で
は
、
女
性
部
員
自
ら

が
事
業
計
画
を
策
定
し
て
親
会
か
ら
助
成

を
受
け
る
と
と
も
に
、
女
性
部
活
動
の
意

義
や
役
割
を
親
会
に
も
広
く
伝
え
て
い
ま

す
。
水
口
会
長
か
ら
は
親
会
の
立
場
か
ら

見
た
女
性
部
へ
の
期
待
や
評
価
に
つ
い
て

も
語
ら
れ
、
親
会
と
女
性
部
が
相
互
に
尊

重
し
合
い
な
が
ら
連
携
す
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
親
会
だ
け
で

は
な
く
青
年
部
、
事
務
局
と
の
連
携
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
」
「
親
会
と
交
流
す

る
こ
と
で
事
業
の
可
能
性
が
広
が
る
と
感

じ
た
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
提
案
公
募
事
業
計
画

書
の
作
成
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
商
品

開
発
」
ま
た
は
「
販
路
開
拓
」
の
い
ず
れ

か
の
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
地
域
課
題
の
解

決
を
目
的
に
女
性
部
と
し
て
ど
の
よ
う
な

事
業
が
展
開
で
き
る
か
を
検
討
。
仮
想
事

業
の
計
画
書
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
成

し
、
最
後
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
事
業
目
的
の
明
確
化
や
実

施
体
制
、
収
支
計
画
の
立
て
方
な
ど
を
体

系
的
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
理
解
が
曖
昧
だ
っ

た
事
業
計
画
書
の
作
成
手
順
が
、
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
む
こ
と
で
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
た
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
向

上
と
実
践
意
欲
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

第１部の様子　高陽町商工会水口会長（右）、
林部長（中央）、大本さん（左）

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

第
１
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

県
女
性
連

令
和
７
年
度

　

販
路
開
拓
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

小
規
模
事
業
者
等
の
販
路
拡
大
や
商
品
開

発
支
援
を
目
的
に
、「
バ
イ
ヤ
ー
向
け
試

食
会
」
お
よ
び
「
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
首
都
圏
・
関
西

圏
な
ど
を
中
心
と
す
る
小
売
・
流
通
業
の

11
バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し
、
県
内
事
業
者
の

商
品
を
事
前
に
試
食
・
評
価
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
て
商
談
を

行
う
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
で
実
り
あ
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
ヤ
ー
向
け
試
食
会
は
、
令
和
８
年

２
月
４
日
㈬
と
５
日
㈭
の
２
日
間
、
業
務

を
委
託
し
た
㈱
日
庄
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
中
央
区
）
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
商
談
会
に
参
加
す
る

20
事
業
者
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
紹
介

資
料
を
参
考
に
、
バ
イ
ヤ
ー
が
実
際
の
商

品
を
試
食
し
、
味
や
品
質
、
原
材
料
、
価

格
帯
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
売
り
場
で
の
展
開

イ
メ
ー
ジ
、
物
流
面
で
の
課
題
な
ど
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
商
品
評
価
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
商
談
会
を
２
月
13
日
㈮
に
開
催
。
商

談
は
１
コ
マ
25
分
と
し
、
計
64
件
の
商
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
試
食
会
を

行
っ
た
こ
と
で
商
談
の
精
度
が
高
ま
り
、

短
時
間
な
が
ら
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
具
体

的
な
取
引
条
件
の
提
示
や
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
提
案
も
得
ら

れ
、
事
業
者
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
商

談
に
不
安
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、

県
連
に
専
用
ブ
ー
ス
を
設
け
て
対
応
。
通

信
環
境
や
操
作
面
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

全
事
業
者
が
安
心
し
て
商
談
に
参
加
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

参
加
事
業
者
か
ら
は
、「
事
前
に
試
食

を
経
て
い
る
た
め
商
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
具
体
的
な
提
案
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
バ
イ
ヤ
ー
の
率
直
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
商
品
改
良
や
価

格
設
定
の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
事
業
者
に
対
し
て
、
商
談
実
施

10
日
後
と
２
か
月
後
の
計
２
回
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
取
引
状
況
な
ど
を
確
認
。

成
約
に
向
け
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
成
約
に
向
け
た
継
続

的
な
支
援
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
販
路
拡

大
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

バイヤー向け試食会の様子

「
令
和
７
年
度 

バ
イ
ヤ
ー
向
け

　
　
試
食
会・オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

「
令
和
７
年
度 

バ
イ
ヤ
ー
向
け

　
　
試
食
会・オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

事
前
の
試
食
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
を

組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
販
路
開
拓
支
援
事
業

県　連



−   −8

　今回は、広島県産の柚子皮を贅沢に使用し
たマヨネーズ風ドレッシングをご紹介します。
　柚子の爽やかな風味を損なわないよう、時
間と手間を惜しまず、全て手作業で丁寧に製
造された本商品は、青唐辛子入りと赤唐辛子
入りの２種類あります。それぞれに柚子の香
りを引き立てる唐辛子を合わせ、奥行きのあ
る味わいに仕上げられています。
　青唐辛子入りは、マヨネーズをベースに、
柚子の爽やかな香りと青唐辛子のピリッとし

た辛みをしっかりと感じていただけます。い
つものサラダに少しアクセントを加えたいと
きにおすすめです。
　一方、赤唐辛子入りは、お好み焼きとの相
性が抜群。柚子と赤唐辛子の風味がマヨネー
ズベースのコクと合わさり、ソースの味わい
をより一層引き立てます。普段のお好み焼き
が、ひと味違う美味しさに生まれ変わります。
　ぜひ一度お試しいただき、素材の持ち味が
活きたこだわりの味わいをご堪能ください。

マヨ柚子こしょうドレッシング　赤唐辛子（写真左）
マヨ柚子こしょうドレッシング　青唐辛子（写真右）
販売者：有限会社　倉島屋　代表取締役　梅田　泰之 （工場：山県郡安芸太田町字上筒賀）

夢ぷらざ　推しの逸品！
販売価格：２商品共に650円（税込）

　

消
費
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
３
回
夢

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
今
年
度
も
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県

内
市
町
の
あ
ら
ゆ
る
特
産
品
や
珍
し
い
商

品
な
ど
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
が
取
り
扱

う
ア
イ
テ
ム
を
用
い
た
レ
シ
ピ
を
募
集

し
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
。
応

募
総
数
２
２
６
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、
書
類

審
査
と
料
理
専
門
家
な
ど
に
よ
る
試
食
審

査
を
経
て
６
レ
シ
ピ
に
絞
り
、
同
店
の
来

店
客
や
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
投
票
に
よ
り
、
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
広
島
総
合

技
術
高
等
学
校
の
北
尾
清
夏
さ
ん
、
波
間

優
月
さ
ん
、
林
結
奈
さ
ん
、
屋
敷
光
璃
さ

ん
が
江
田
島
市
の
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｎ
」

を
使
っ
て
考
案
し
た
『
寒
い
日
に
は
海
鮮

ホ
ッ
ト
パ
イ
』。
優
秀
賞
に
は
安
田
女
子

大
学
の
宮
廻
陽
紀
さ
ん
が
安
芸
高
田
市
の

「
川
根
柚
子
ゆ
ず
み
そ
」
と
安
佐
北
区
の

「
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
」
を
使
っ
て
考
案
し
た

『
ゆ
ず
み
そ
の
ヘ
ル
シ
ー
レ
モ
ン
コ
ロ
ッ

ケ
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
月
13
日
㈮
に

は
、
受
賞
し
た
２
組
が
県
庁
を
訪
れ
、
横

田
美
香
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
平
田

圭
司
会
長
が
、「
隠
れ
た
広
島
の
食
を
、

レ
シ
ピ
を
通
じ
て
広
く
発
信
し
、
事
業
者

の
励
み
と
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
コ
ン
テ
ス
ト
に
対
す
る
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
横
田
知
事
が
『
寒
い
日
に
は

海
鮮
ホ
ッ
ト
パ
イ
』
を
試
食
し
、「
牡
蠣

の
風
味
を
し
っ
か
り
と
感
じ
る
広
島
ら
し

い
一
品
。
海
鮮
や
野
菜
、
サ
ク
サ
ク
の
パ

イ
生
地
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
食
感
が
あ
っ

て
楽
し
い
！
」と
に
っ
こ
り
。さ
ら
に
『
ゆ

ず
み
そ
の
ヘ
ル
シ
ー
レ
モ
ン
コ
ロ
ッ
ケ
』

を
試
食
し
「
柑
橘
を
使
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と

し
て
い
る
の
に
、
柚
子
味
噌
で
し
っ
か
り

と
コ
ク
も
あ
っ
て
、ご
飯
が
進
み
そ
う
！
」

と
ど
ち
ら
も
絶
賛
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
専
務
理
事
か
ら
は
、「
受
賞
し

た
レ
シ
ピ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
し
た

こ
と
で
、『
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｎ
』
は
６
倍
、

『
川
根
柚
子
み
そ
』
も
４
倍
に
売
り
上
げ

が
伸
び
て
い
ま
す
」
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
成

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
、

　
　今
年
も
県
知
事
を
表
敬
訪
問

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
、

　
　今
年
も
県
知
事
を
表
敬
訪
問

応
募
総
数
２
２
６
レ
シ
ピ
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
受
賞
者
が
、県
知
事
に
自
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

県　連

左から長谷川専務理事、広島総合技術高等学校のみなさん、
横田知事、宮廻さん、平田会長

体の芯から温まる『寒い日には海鮮ホットパイ』（左）と揚げず
に作る『ゆずみそのヘルシーレモンコロッケ』（右）

果
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
横
田
知
事
は
「
ど
ち
ら
も
広
島

ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
。
一
見
、

プ
ロ
向
け
の
よ
う
に
見
え
る
食
材
で
も
、

こ
う
し
て
レ
シ
ピ
を
示
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ず
っ
と
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
広

島
県
が
誇
る
素
晴
ら
し
い
商
品
を
、
お
家

で
も
気
軽
に
取
り
入
れ
て
み
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
コ
メ
ン
ト
。
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら

ざ
で
は
引
き
続
き
商
品
と
と
も
に
レ
シ
ピ

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
広
島
の
食
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

受賞レシピはこちらから
ご覧いただけます。
（夢ぷらざＨＰ）
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HP

60歳以上で働く意欲のある会員が
仕事をします
広島県内に会員が13,156人います
（R7.12月末現在）

シシルルババーーででよよくくなないい？？！！

臨時・短期・短時間
オッケー！！

facebook instagram

フォロワー2,
000名突

破！

ひろしま夢ぷらざInstagram
おすすめ商品や店頭販売スケジュールなど
随時更新中！
フォロー＆チェックよろしくお願いします！

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
の
た

び
『
広
島
県
商
工
会
白
書
２
０
２
５
』
を

発
行
し
ま
し
た
。
本
白
書
は
商
工
会
が
担

う
役
割
や
県
内
商
工
会
組
織
の
状
況
、
主

な
事
業
活
動
の
実
績
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
整
理
し
、
会
員
事
業
者
の
皆
様
を
は
じ

め
、
行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
の
皆
様
と

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
編
は
全
24
ペ
ー
ジ
で
、
次
の
５
章
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

第
１
章　

商
工
会
の
概
要

　

商
工
会
の
目
的
や
沿
革
、
主
な
役
割
・

業
務
な
ど

第
２
章　

広
島
県
の
商
工
会
組
織

　

現
在
の
商
工
業
者
数
等
組
織
の
状
況
、

青
年
部
・
女
性
部
に
つ
い
て
な
ど

第
３
章　

商
工
会
の
主
な
事
業
活
動

　

商
工
会
の
様
々
な
活
動
実
績
や
支
援
事

例
な
ど

第
４
章　

連
合
会
の
取
り
組
み

　

第
二
次
総
合
基
本
計
画
や
Ｄ
Ｘ
へ
の
取

り
組
み
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
状
況
な

ど第
５
章　

地
域
経
済
の
現
状
と
動
向

　

商
工
会
が
行
っ
て
い
る
景
況
調
査
等
の

概
要
な
ど

　

ま
た
、
別
冊
の
資
料
編
で
は
、
本
編
を

補
う
資
料
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

本
白
書
を
通
じ
て
、
商
工
会
の
取
り
組

み
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

【
閲
覧
方
法
】

　

連
合
会
Ｈ
Ｐ
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.active-hiroshim

a.jp/
activenew

s/hakusho2025/

『
広
島
県
商
工
会
白
書
２
０
２
５
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
行

『
広
島
県
商
工
会
白
書
２
０
２
５
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
行

県  

連
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商工会の共済制度

詳しい保障内容や
お問い合わせはこちらから

新登場 3,000
共済掛金

月  々

円

■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会 広島県共済組合員相談室 0120-708030

健康に不安があっても加入しやすい健康に不安があっても加入しやすい

かがやき
緩和告知タイプ緩和告知タイプ

　

今
年
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
多
く
の
分
野
で

人
間
の
能
力
を
超
え
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
「
バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」で
す
。

「
バ
イ
ブ
」
と
は
「
雰
囲
気
」
を
意
味
し

ま
す
。
Ａ
Ｉ
と
対
話
し
な
が
ら
業
務
ア
プ

リ
を
試
作
・
改
善
し
て
い
く
技
術
で
す
。

　

事
例
と
し
て
、
ガ
ス
販
売
業
の
営
業
支

援
ア
プ
リ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
ガ
ス
残
量
予
測
・
補
充
提
案
す
る
ア

プ
リ
を
作
っ
て
』
と
指
示
す
る
と
過
去
の

納
品
履
歴
か
ら
残
量
を
推
定
し
、
最
適
な

補
充
時
期
を
提
案
。
御
覧
の
よ
う
に
先
回

り
営
業
す
る
ア
プ
リ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
ま
ず
作
っ

て
み
る
”
こ
と
が
重
要
。
Ｄ
Ｘ
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
、
現
場
の
改
善
を
後
押
し
す
る

強
力
な
武
器
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
書
画
カ
メ
ラ
を

用
い
た
事
業
者
等
へ
の
遠
隔
支
援
を
計
10

回
実
施
し
ま
し
た
。
展
開
し
た
商
工
会
で

も
降
雪
時
の
専
門
家
派
遣
を
遠
隔
で
実
施

す
る
な
ど
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

神
辺
町
商
工
会
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
補

助
金
申
請
書
作
成
ア
プ
リ
を
職
員
自
ら
開

発
し
、
経
験
の
浅
い
職
員
が
単
独
対
応
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
展
開
し
た
商
工
会
で

も
支
援
品
質
が
向
上
し
た
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

４
商
工
会
が
取
り
組
ん
だ
「
Ｄ
Ｘ
推
進

モ
デ
ル
商
工
会
」
は
、
２
月
３
日
に
最
終

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
取
り
組
ん
だ

各
テ
ー
マ
の
成
果
や
他
商
工
会
へ
の
展
開

に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
、
終
了
し
ま

し
た
。

　
「
Ｄ
Ｘ
推
進
モ
デ
ル
商
工
会
」
で
取
り

組
ん
だ
テ
ー
マ
の
展
開
を
見
据
え
、
現
場

で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
環
境
整
備
や

よ
り
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め

の
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
が

「
相
談
」
の
枠
を
超
え
、
Ｄ
Ｘ
上
の
課
題

に
対
し
て
、
具
体
的
な
解
決
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
の
導
入
・
運
用
ま
で
を
伴
走
し
て
支
援

す
る
取
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
今

年
度
取
り
組
ん
だ
内
容
と
、
令
和
８
年
度

に
向
け
た
事
業
方
針
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
に
よ
る
窓

口
・
巡
回
相
談
を
実
施
し
、
４
月
か
ら
約

50
件
の
Ｄ
Ｘ
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
窓
口

で
は
制
度
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
種
・

規
模
に
合
っ
た
製
品
選
定
や
導
入
後
の
運

用
体
制
ま
で
整
理
し
、“
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
導
入
”
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
連
携
し
て
取
り
組

む
「
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
支
援
」に
つ
い
て
は
、

現
在
８
者
に
対
し
て
継
続
支
援
を
実
施

し
、
具
体
的
な
成
果
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

２
月
６
日
、
多
様
化
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
事
故
発
生
の
抑

制
・
防
止
や
事
業
者
支
援
に
必
要
な
リ
テ

ラ
シ
ー
習
得
を
目
的
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
ま
し
た
。

　

広
島
安
佐
・
福
山
あ
し
な
商
工
会
を
筆

頭
に
、
34
商
工
会
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
経
営
カ
ル
テ
作
成
ア
プ
リ
の
利
用
回
数

が
５
６
５
件
に
達
し
ま
し
た
。

事
業
者
支
援

次
年
度
の
事
業
方
針

バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

商
工
会
Ｄ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
第
4
回

Ｄ
Ｘ
×
デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ム
第
4
回

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済 ： 引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）
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